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議会改革特別委員会会議録 
 

平成２８年１２月２７日 火曜日 

  午前１０時００分開議 

  午前１１時３７分閉議（実時間９１分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議会改革に関する諸問題の調査 

  （議員定数等について（持ち帰り協議事

項）） 

  （その他） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  幸 村 香代子 君 

副委員長  大 倉 裕 一 君 

委  員  田 方 芳 信 君 

委  員  中 村 和 美 君 

委  員  成 松 由紀夫 君 

委  員  橋 本 隆 一 君 

委  員  堀   徹 男 君 

委  員  堀 口   晃 君 

委  員  山 本 幸 廣 君 

 

※欠席委員 友 枝 和 明 君 

      橋 本 幸 一 君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

               君 

                              

○記録担当書記     増 田 智 郁 君 

            小 川 孝 浩 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（幸村香代子君） 皆さん、おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり） 

 定刻となり、定足数に達しておりますので、

ただいまから議会改革特別委員会を開会いたし

ます。 

 本日ですね、友枝委員と橋本幸一委員のほう

からは、体調不良による欠席が届けられており

ます。また、成松委員からは遅刻する旨の届け

出があっておりますので、進めさせていただき

ます。 

 本日は、特定事件であります、議会改革に関

する諸問題の調査を議題として、調査を進めて

まいります。 

                              

◎議会改革に関する諸問題の調査（議員定数等

について（持ち帰り協議事項）） 

○委員長（幸村香代子君） 本日はですね、前

回の委員会の協議の中で、委員長提案、皆さん

のところに委員長提案ということで、一覧表を

出させていただいてありますが、これをもとに

ですね、優先順位も含めて、議員定数、議会基

本条例、予算・決算関連を優先的に協議を進め、

そして、その協議順及び協議方法については、

各派に持ち帰りたいという御意見がありました

ので、各派で協議を行っていただくというとこ

ろまで進めさせていただきました。 

 また、政治倫理条例ですね、この御希望もあ

ったんですが、これについては、本特別委員会

において協議するかどうかについて、議運の委

員長と調整をするということで申しておりまし

た。それでですね、議運の委員長のところと相

談をさせていただきました。その結果について

御報告をしたいんですが、議運の委員長と相談

しました結果、この政治倫理については、議運

のほうで協議をしたいと。私のほうもそれでい

いということで承知をいたしましたので、その

ように進めさせていただきたいと思いますが、

よろしいでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（幸村香代子君） それでは、政治倫

理については、議運のほうで協議をいただくと

いうことで決しました。 

 次にですね、各会派に持ち帰りいただきまし

た内容なんですが、前回の委員会のところで、

この優先順位、また、３項目についてですね、

委員会のところで確認をしたいということで申

し上げましたけれども、その確認を各派に持ち

帰って協議をしたいという旨の御発言がありま

したので、各派に持ち帰っていただくというこ

とにいたしました。 

 それもありまして、まず、この３項目、議員

定数について、また、予算・決算の審議関連、

議会基本条例の制定、この３つをですね、まず

は優先的に協議をしていくということについて、

各派に持ち帰っていただいた御意見をお伺いを

したいと思います。 

 まずですね、無所属未来の山本委員のところ

からはいかがだったでしょうか。 

○委員（山本幸廣君） ３項目は、私たちの会

派の中では進めてほしいと。優先順位、議員の

定数、２、３、４の予算も、そしてまた、議会

の基本条例についても、なるだけなら早目に御

審議いただきたいというふうなことでまとまり

ました。 

 御報告いたします。 

○委員長（幸村香代子君） では、改革クラブ

の堀委員。 

○委員（堀 徹男君） 今の３つの点で進める

ということになっております。 

○委員長（幸村香代子君） では、政友会の堀

口委員。 

○委員（堀口 晃君） その３項目につきまし

てはですね、議員定数についてお話をさせてい

ただき、まず、議員定数のことなんですが、議

員定数についてはですね、もう早急に、これは

すべきであろうというふうなところがありまし

て、増減、いろいろあると思いますけども、こ

れについては、この議会改革特別委員会の中に

おいても最重要課題として取り上げていただき

たいということ。 

 あと、予算関連と基本条例についても、同じ

ような形でですね、進めていただきたいという

ことがありますけども、会の進め方についても、

少しお話をさせていただくと、１本ずつ議論し

ていくんではなくて、議員の定数についてと基

本条例については、結構関連するところもあり

ますし、予算案についても関連するところもあ

りますので、これについてはですね、１、２、

３、まとめて議会改革特別委員会でお話をして、

その次の段階においては、４、５、６という部

分を、ひとつまとめて話し合っていただければ

というふうな、こういうふうなお話でまとまり

ました。 

 以上です。 

○委員長（幸村香代子君） ありがとうござい

ます。 

 それでは、連合市民クラブの大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） 連合市民クラブは、議

員定数、予算・決算の件、それから、議会基本

条例の３項目で、異議なしということで決して

おります。 

○委員長（幸村香代子君） それでは、自由民

主党の皆さんのところはいかがだったでしょう

か。どなたが、まとめていつも報告をいただく

ということになってましたので。成松委員です

か。 

○委員（成松由紀夫君） うちはですね、予算

・決算が１で、もんでもらうことについても、

なかなか、いろいろな御意見が多々あったんで

すけれども、もんでいただくということは、も

うやむを得ないだろうということで、議員定数

については、まだ全然取りまとめができない状

況ですが、委員会の中身を見ながらというよう

な状況で話は、一旦まとまったようにはなって

おります。 
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○委員長（幸村香代子君） 議会基本条例は。 

○委員（成松由紀夫君） 議会基本条例につい

てはですね、議運でいろいろと視察をしてまい

りましたけれども、なかなか成功事例というか、

先進事例とは申しましても、なかなか成功事例

みたいなものが、今までほとんどなかったとい

うことで、これについては拙速と、時期尚早と

いうことでございました。 

○委員長（幸村香代子君） それでは、公明党

の橋本委員。 

○委員（橋本隆一君） うちの会派としては、

委員長案どおり、議員定数１、それから、予算

審査特別委員会を２、それから、３に議会基本

条例の制定に向けた検討、これを３として、そ

のままお願いをしたいということと、進め方に

関して、時間を、例えば、議員定数を消化して

から次に行くのか、それとも、それぞれの項目

を時間ごとに区切っていくのかちゅうのは、ち

ょっと検討したほうがいいんじゃないかという

ことと、それから、議員定数について、かなり

他市町村の、他市のですね、議会改革の状況も

調査等をして、もしよければ、そういう事例等

をですね、あれば、議会事務局のほうで御提示

していただきたいということも、意見としてあ

りました。 

○委員長（幸村香代子君） ありがとうござい

ます。 

 ただいまですね、それぞれの会派から御意見

をいただいたんですが、大体、自由民主党の皆

さんのところから、議会基本条例については、

ちょっと拙速じゃないかというふうなですね、

御意見もいただいてるんですが、それも含めて、

ほかの会派の皆さんのところからはですね、ぜ

ひ、このことを検討したいという御意見もあり

ますので、そういった中身も含めて検討を、皆

さんでやったらどうかというふうに思いますけ

れども、いかがでしょうか。 

○委員（成松由紀夫君） 議会基本条例につい

てはですね、もう、これは議運から離れて、こ

っちで集中的にもむという捉え方でよろしいん

ですかね。もむとすれば、審議するとすれば。 

○委員長（幸村香代子君） そうですね。 

○委員（成松由紀夫君） であるならば、議運

では、かなり視察のときに、この基本条例を取

り上げられて、あちこち先進事例を見てるんで

すけども、やはり、ほとんどないと思うんです

よね、先進事例での成功例というか。その成功

例というか、大変、例えば、議会事務局も一生

懸命探した中で、今まで議運で行っていると思

うんですけれども、そういったところも、もし

こちらで集中審議するんであれば、視察なり、

何なり入れて、本当に議会基本条例がこういう

ふうに反映されているんだという事例と、通常

の事例と、通常というか、成功例、失敗例含め

てですね、比較対象がある中で審議していただ

きたいなというのが希望であります。 

○委員長（幸村香代子君） わかりました。 

 ほかに御意見があれば。 

○委員（堀口 晃君） 議会の基本条例という

部分は、議員の皆様が、これからどういうふう

な活動をやっていくかということを取りまとめ

たやつだろうというふうに、僕は思っているわ

けですね。そこについては、成功例とか失敗例

とかという部分は、僕は存在しないんだろうと

思います。 

 例えば、議会報告会をされる部分、この部分

についても、それが失敗なのか、成功なのかと

いうことでなくて、議員が市民の皆さんに何を

伝えるかというのが議会報告会であって、それ

をするか、しないかということを決めていきま

しょうじゃない、決めていこうじゃないかとい

うのが、この議会基本条例の中に盛り込むとい

う話であって、１つ、例だけですけども、その

ほかにも、今まで私たちがずっとやってきてい

る部分において、その積み重ねていけば、それ

が基本条例になっていくというふうな状況があ
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るんだろうと思うんですね。例えば、一問一答

方式をするであったりとか、そういったものを、

物事をですね、ずっと決めていくという、例え

ば、議員の本来姿、あるべき姿、市民のために

私たちが何をすべきなのか、情報開示であった

りとか、説明責任だったりとか、また、政策立

案であったりとか、そういったものをやってい

きましょうという、こういうことをみんなで決

めて、それに向かっていきましょうという方針

みたいなものだと、僕は思ってますので、その

中においては、成功事例だとか失敗事例だとか

いうのは、僕は存在しないようには思っておる

ところです。 

 以上です。 

○委員（成松由紀夫君） 誤解がないようにお

話ししておかなきゃいけないのは、成功例、失

敗例というのはですね、あくまで先進事例とい

うことで、事務局が調べた中で、議運で、私も

かなり、委員の中に入っておりますけれども、

あっちこっち見た中で、例えば、東京の小平だ

ったかと思いますけれども、あちらのほうを回

ったときとか、その中でですね、資料等、視察

のときに前読みして入っていくときに、なかな

かすばらしい条例なんだろうなあというイメー

ジで入っていくんですけれども、実際の説明を

受けたときに、本音の話になってくると、やっ

て失敗したというお話の本音の話にほうが多い

もんですから、そういう部分でいくと、やらな

ければよかったという話がかなり多いように承

っておったので、やっぱり、議員の皆さんが、

まず、基本指針というか、そういう中でやって

いく中での成功、失敗というのは、私のあくま

でも個人的な判断ですけれども、そういう部分

ですので、あくまで失敗というか、議員の皆さ

んがやって失敗したというようなところじゃ、

なかなかまずいんではないかなという、そうい

うところの比較対象をお願いしたいというとこ

ろでございます。 

○委員長（幸村香代子君） この議会基本条例

が制定をされて、もう大分なるんですけれども、

北海道の栗山町議会がですね、一番最初に制定

をして、そういった意味では、ある程度多くの

自治体、市でも半分以上の市が、５３.９％ぐ

らいの市が制定をしているんですが、そういっ

た意味では、非常に制定、今成松委員、堀口委

員も言われたように、ある程度の到達点という

か、今の現状というのがあると思います。制定

をしてどうだったかという、いろんなですね、

文献なりも出ておりますし、そういったものも

含めてですね、皆さんで一度協議をしたらどう

かと。今、成松委員が言われる成功例、失敗例

という言い方がどうかというのはありますが、

今現在の議会基本条例の到達点といいますか、

今の現状あたりを、皆さんでもう一度、この議

会改革特別委員会で確認をすると。その上で、

どう進めるかといったところを協議をしたらど

うかと思うのですが、いかがですか。 

○委員（成松由紀夫君） もむか、もまないか

という話ですよね。これを議題としてもむか、

もまないかという話でしょう。 

○委員長（幸村香代子君） 私としてはという

か、委員長腹案としては、これもやりたいとい

うふうに思うんですが、今言われた御意見も含

めて、今のいろんな状況、議会基本条例の状況

を、まずは皆さんで共有しましょうかと、そこ

から始めましょうかというふうな提案です。 

○委員（成松由紀夫君） 議題としてですね。 

○委員長（幸村香代子君） はい。よろしいで

しょうか。 

○委員（中村和美君） 個人的には、もっと基

本条例というのをよく知るということが大事じ

ゃなかろうかなというふうに思いますので、そ

して、その中で、成松委員が言ったように、今、

堀口委員、市民市政報告のことだけだったです

が、いろいろほかに基本条例というのはありま

すし、成松委員も、失敗例もあるし、成功例も
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あるでしょうし、そういうのも勉強しつつ進め

ていくというのも一つの方法じゃないかなと、

私は思います。 

○委員長（幸村香代子君） ありがとうござい

ます。 

 やっぱり、いろんな事例をですね、積み重ね

ながら、皆さんで共有化を図って進めていけれ

ばどうかなというふうに思います。 

 基本条例そのものが、もう長い年月たってま

すから、ある一定の到達点もありますし、また、

課題も出てますし、どうしたらいいかというふ

うな文献もかなりありますので、そういったと

ころで、ちょっと協議をさせていただきたいと

思います。 

 それでよろしいでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（幸村香代子君） それでは、この３

項目について進めるということで御確認をいた

だきたいと思います。よろしいでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員（成松由紀夫君） １つ、お尋ねいいで

すか。 

 うちも議員団会議の中で、３項目は出たんで

すが、もう一つですね、６番目に入るんですか

ね、海外視察の凍結の問題も、ひとつ取り上げ

てほしいという要望があったんですが、これは、

この間の委員会の話の中では、議会の姿勢に対

する提言、提案、議員の業績評価、この中に入

ってくればというお話になってたので、そこの

中で取り上げられるんであれば、その項目もぜ

ひ入れていただきたいという。 

 この間の委員長の取りまとめの話では、海外

視察の凍結だけを取り上げるわけにはいかない

と。この６番目の項目の中で、海外視察の問題

が出てくるんであれば、その中でもむことは可

能だというようなお話があったので、それを議

員団会議の中でお話ししたところ、じゃあ、ぜ

ひ６項目めも取り上げていただきたいというお

話と、それと、政治倫理条例は、もう議運でや

るということで、正副委員長の調整で決定した

ちゅうことですか。 

○委員長（幸村香代子君） はい、決定しまし

た。 

○委員（成松由紀夫君） 決定。では、６番目

についてはどうなんですかね。 

○委員（山本幸廣君） もとに返るといけない

んですけども、協議事項というのは、しっかり

した、我々このメンバーで協議事項というのを、

各会派から意見を集約しながらまとめたという

のはみんなで認識しましょうや。 

 これが、今なければ、特別委員会と議運とい

うののですね、その振り分けというのは、また

一緒になってくるわけですよね。ですから、今

成松委員が言われた、海外の凍結については議

運でずっと審議をしてまいりました。その中で、

もう目の前に来とるというのは、私は現実とは

思うんですよ、解除するか、しないかの話で。

それについては、議運で検討すれば、このメン

バーにもほとんど議運は入っているし、そこら

辺については、自民党の会派の団長を含めてで

すよ、考えていただければなというのが、私の

意見でありますし、また、委員長、そういう方

向で、成松委員も、各自民党の方々も、委員の

方々も、議運でというのは、もともと議運で、

先ほどから言うように、もんできたんだから、

議運でもめば、凍結を解除するか、しないかの

問題、何回も言うけども。何もないんですよ、

後は、ですね。そういうことでみんな理解すれ

ばいいんじゃないですか。 

○委員（成松由紀夫君） 今、山本代表言われ

たようにですね、むしろ、海外視察の凍結に特

化して、議運でやるということがはっきりすれ

ば、わざわざ６項目の中に盛り込んで、無理に

盛り込んで、それを引きずり出して、我々がま

た議論するというのも、またおかしな話にもな

りかねない。ただ、あくまで議会改革なので、
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冠が議会改革というところになると、どうして

も、その問題も関連してくるから、ただし、そ

れに特化してはもめなくて、６番目に盛り込ま

ないとだめなんですよという、この間の委員長

の指摘だったと思うので、今、山本委員が言わ

れたようにですね、海外視察に特化して、それ

は議運でやりましょうよということであれば、

政治倫理と一緒で、議運の正副委員長あたりに、

これはもう、特化してからの御意見が出ている

ので、議運でやってくれということを申し送り

していただけるということであれば、それでも

構いません。 

○委員（中村和美君） 今回、２０周年記念だ

ったかな、ここも委員長が２人おいでで、北海

へ行っている。私たちは、締結当時だったけん、

２０年前行ったわけですけど、とにかく聞いた

ところ、全く北海は違うと、我々が行ったころ

と。線路は引いてある、駅舎は太かとのある。

我々のときは線路はない、駅舎だけ、駅舎もな

い、そういう状況で代表で行かれた。そして、

報告としてはすばらしい都市だという報告だっ

たから、それなら、みんな議員に、一人一人に

そういう権利があると思うので、ぜひ、私は復

活してもらって、そのやり方は、議運でもいい

し、私は議運でいいと思うんですよね、代表者

会でもいいかなと、これは公式じゃなかけんで

すね。しかし、そういうふうにして、みんなが

これから長く続けていく行事というか、国際交

流ですからね、ぜひ皆さんも一丸となり、まし

てや行った、この前参加した委員長たちがです

ね、先導してですね、頑張ってやってほしいと

いうことを望みます。 

○委員（成松由紀夫君） 関連でよろしいです

か。そこで一言言っておきたいのがですね、海

外視察は、今の御時世、行く必要はない、行っ

ていろいろ見聞を広めて、それを市政に反映さ

せるんだという意見が、真っ向から対立して、

前回の凍結だったんですよね。そういった中で、

今回行かれた委員長の中でも、うちは総務委員

会、堀口委員長から丁寧に報告がありました。

日ごろの政治姿勢としての海外視察に行く、行

かない、と、別に、今度は、例えば、立場にな

ってしまったときに、今回北海に行ってきた。

行って見聞を広めてきた中ではこうだったとい

うようなことがですね、やっぱり、今後いろい

ろと、八代の港、外港が、どうしても外に向け

ていくというところについては、やっていかな

きゃいかんというのを、以前からうちの会派は

主張しとった部分があるんですね。そういう中

では、やっばり今、中村先生言われたように、

２０年前、我々が行った当時は、全くこういう

ところだった。むしろ先進地的なものではなか

ったのが、今では大変な先進地のような発展を

遂げているというのがあって、やはり、そうい

う部分についてはですね、私が１期目のころま

では、まだ海外視察はあったんですよ。その当

時に、北海とか上海とかというところを視察に

行こうと盛り込んだときにですね、当時、いや、

北海は八代との友好都市の関係があるので、そ

のうち行き来がありますから、また、別に見聞

を広めるところがいいんじゃないですかという

当時の事務局のアドバイスもあったりして、北

海にほとんどかかわりがなかったんですね、海

外視察が行けてる当時でも。だから、今、中村

先生が言われる、２０年ぶりの話を聞いて、こ

ういう状況なんだということがあれば、やはり、

そういう部分も含めてですね、友好都市になっ

てて、向こうのことは、子供の交流とか非常に

いいことを、今教育委員会とか、この間は宮村

部長が先頭に立って、いい交流をやられている

みたいなので、そこに対しての議会が、はっき

り言って、少し無知なような、向こうの現状を。

そういうところもしっかりですね、やっぱり考

えて、議運の委員長に御意見交わされる部分が

あれば、ぜひそこも特化してですね、取り上げ

ていただかないと、なかなか議員で、北海のこ
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とを、委員長も当然ですけど、多分わからない

し、私も北海がどういう状況なのかちゅうのは、

ネット上で見るだけと。やっぱり行って云々と

いうのはですね、大倉委員長とか、堀口委員長

も行かれて、いろいろと交流があってすばらし

かったという報告を、堀口委員長からも受けて

ますので、ぜひ、そういったところも一考して

いただきたいと思います。 

○委員（山本幸廣君） 今、意見が出た中で、

議会運営委員会の９番目にですね、管外行政視

察の見直し、視察しての成果の反映ということ

で、これは議運で協議しましょうと。だから、

これをですね、管外と海外というのを、海外を

前に入れれば、それでいいわけですので、よろ

しかれば、行った人が、見聞を広めてきた中で、

八代市との姉妹都市なら姉妹都市の中でですね、

いかにもともとの根本の姉妹都市というのは、

どういうふうな姉妹都市を、はっきり言って、

北海と八代市がしたのかと。それについて熊本

県が中心となって、音頭をとってから、当時の

福島知事からですね、八代の市長にということ

で、無理やりという、そのころは、私もおりま

したから、無理やりというような実態はあった

んですけども、当時ですからね、そういうこと

で、あとは、どういうふうな友好都市としてで

すね、教育なのか、それから、行政部分なのか、

それともいろんな総合的な分野なのかというこ

とをですね、もともとのスタートがどういう状

況で姉妹都市を締結したのかということなんで

すよ。それは、前、田方委員から常に、北海だ

けはいいんじゃないかと、凍結解消しようやと、

私は聞き及んでいる中で、覚えておるんですけ

れども、そういうのをどうやって全世界に、海

外というのは全世界にですね、自分の国から海

を渡って、陸を渡って行く、これがはっきり言

って海外と捉えるわけですから、世界中。どこ

に的を絞っていくのかということなんですね。

論点を、どういうふうな論点を今からしていけ

ばいいのかということになれば、ただ姉妹都市

のところに視察をいかに反映、今回できるかと、

その辺については、だから、北海と海外の凍結

だけをやるのか、それとも海外全体の中で凍結

をしていくのか、そこあたりの整理というのは、

議会運営委員会でよろしかれば、この９番目で、

海外と管外、管外がありますけど、その前に海

外というのをつければですよ、つけて、議運で

お願いしたいということにしたら、いろいろと

意見が出て、行った人、行かない人、そしてま

た、いろんなネットで世界中が見えるわけです

のでですね、そういう中で、その当時は、成松

委員も御存じのように、メディアの方々、きょ

うはマスコミ入っておられますけれども、大変

マスコミの方々、日本全体の４７都道府県で、

この海外視察については、はっきり言って、遠

慮しようかというような状況と、財政的な問題

もあったかも、地域もあったかもしれん、だけ

ど、ほとんどは、やっぱし、今の時期には、時

期尚早じゃないですかという、海外視察という

のはということで、私たちはずっとアメリカや

ったり、どこも行ってきとるけんでから、行っ

て損をしたことはないし、大変見てよかったな

という、そういうことをやってきたわけですか

ら、一つは、その原因になった、海外を凍結し

た理由というのをですね、しっかり私たちは分

析しながら、そして、今これからの一つの時代

を、地方の自治体というのをですね、どうやっ

て繁栄していくかということを考えた中で、本

当に管外視察というのが重要なのだといったら、

みんなで、全員で賛成すればいいんじゃないで

すか、というふうにして、議運でしたらどうで

すか。いかがですかということで、さっき。 

○委員長（幸村香代子君） よろしいでしょう

か。 

 それでは、委員のですね、今皆さんの御意見

も踏まえて、私のほうから、議運の委員長のほ

うに、今の御意見をお伝えし、議運のところで、
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この９番のですね、管外行政視察の見直しの中

で、海外、これも含めて検討いただけないかと

いうことでお伝えをしたいと思いますが、それ

でよろしいでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（幸村香代子君） では、そのように

進めさせていただきます。 

 それではですね、続けてですね、今の御意見

があった中で、１つは、この間もそういった御

意見だったんですが、単独で、例えば、議員定

数だけとか、予算・決算のあり方だけという１

項目ずつではなくって、複数ですね、２項目な

り、３項目なりを、同時に進行して進めたらど

うかという御意見、今回もありましたので、そ

のように進めさせていただいてよろしいでしょ

うか。 

○委員（山本幸廣君） それも、その方法もあ

るかもしれません。だけども、これは時間は無

制限でいくならば、無制限でいいんですが、や

はり、午前中は、議員定数の問題については午

前中審議しましょうと、午後からは、その２、

３、４の予算・決算の問題等ですね、やっぱし、

そういうふうな中でしていかなければ、総合的

には、そういう３項目というのをですね、優先

ということに決めたわけですから、それは、そ

の都度、その都度で出てくるかもしれません。

だけども、やっぱし、一つ一つですね、優先順

位の中で、早期に解決せないけない、審議せな

いけない項目についてはですね、これは優先を

していただきたいと思います。 

○委員（成松由紀夫君） 今おっしゃった部分

も、よく理解するんですけれども、きょうの審

査案件の中でも、議員定数について持ち帰り協

議事項という流れなんですが、うちの議員団会

議の状況でいくとですね、この議員定数の問題

が、一番意見の出どころで、なかなか取りまと

めがつかない状況なんですよね。それをまとめ

てこいって言われても、やはり、これについて

は、次の選挙、ダイレクトにかかわるところで、

それぞれなんですね、意見が。多種多様といい

ますか。そういう意見は、こういう意見があっ

た、ああいう意見があったということで反映し

ていくしかないのかなと。うちしては、これを

一本化して、こうだという強いところまで言う

と、また、会派の中で、いやいや、それはどう

だ、こうだ、ああだとなるので、できれば、こ

の３つを、例えば、時間を区切ってですね、最

初の１時間は１項目めをかちっともむ、２項目

めは、また１時間かちっともむという、同時並

行の部分で、先に結論が見出せるような部分は

外していって、そしてまた、この間の話では、

４、５、６も、例えば、極端な話、１、２、３

はぱっと片づいたら、次、４、５、６というこ

とで、次々にスピード感を持ってやっていきた

いんですよというお話だったので、できればで

すね、同時並行で、議員定数、予算、議会基本

条例のところを、時間を区切って検討していく

というほうでいかないと、例えば、イロハのイ

で引っかかって、２、３までもたどり着かない

ということも考えなくもないもんですから、時

間区切って、結果を出すにはやっていったほう

がいいのではないかなというふうに思いますけ

れども、一つの方法として。それを一つずつ、

がっちりやっていきます、１個ずつ片づけます

ということであれば、それもそれで、皆さんの

御意見を伺わんといかんのですけど、なかなか

難しいかなと。 

○委員長（幸村香代子君） 山本委員がおっし

ゃっていることもそうだと思います。極端に午

前、午後というおっしゃり方をしたんですが、

ある意味、時間を区切って集中的に、例えば、

集中的に議員定数をやるなら、集中的に議員定

数をやって、そして、後また、もう１項目入れ

ていったらどうかというふうなお話なので、そ

んなに、今成松委員がおっしゃったことと相違

はないかなというふうに思います。 
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 そういった意味では、今、議員定数のお話が

ありましたが、自民党会派の皆さんのところか

らは、非常にいろいろ意見が出ているので、１

番じゃなくて、２番にとかというお話もあった

んですが、ほかの会派の皆さんのところからは、

議員定数をやりたいと、前回というか、次の選

挙を踏まえれば、非常にこれ、集中審議をやっ

たほうがいいのかなと。いろいろ出ている意見

も含めてですね、やったほうがいいかなという

ふうに思いますので、まずは、議員定数のとこ

ろを１番に集中してやりながら、予算・決算の

審議のあり方とかといった部分、また、議会基

本条例を、その中の残りというか、ある一定、

議員定数のところの部分を集中的にやりながら、

あとをやっていくというふうに進めたいと思い

ますが、いかがでしょう。 

○委員（成松由紀夫君） それには異議はござ

いません。 

 １ついいですか。誤解のように、先ほどの順

番の話ですけども、うちは、議員定数をもむの

はやぶさかではないんですよ。ただ、取りまと

めがなかなか難しい部分と、うちの会派から出

てた、まず、優先順位の１番は、予算審査特別

委員会、これはやるべきだということが、これ

は全会一致してますものですから、それを一致

しているものが１番、定数についてもまなきゃ

いけないんだけれども、なかなか意見の集約が

図れない部分で２番目というような形、それと、

議会基本条例については、なかなか成功例を聞

いたことがないから３番目だよねというような

形での順番にのつけ方ですので、もむのはやぶ

さかではありませんので、御理解いただきたい

と思います。 

○委員長（幸村香代子君） では、そのように

進めさせていただきたいと思います。 

 多分、自民党会派さんのところがそうだとい

うのと、また、ほかの会派さんは、ほかの会派

さんで、非常に違う部分があると思いますので、

でも、基本的に、この３項目ということについ

ては、皆さん一致したところでできるかなとい

うふうに思います。 

 それで、進め方としては、まず、先ほどお話

をしましたように、議員定数、そこのところを

ですね、集中的に審議をしながら、ほかの部分、

あと２項目について入れさせていただくという

ことで進めたいと思います。それでよろしいで

しょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（幸村香代子君） それではですね、

前回の持ち帰りとして、それぞれの項目につい

てですね、例えば、議員定数なら議員定数につ

いて、何が課題であって、どんなふうに改善と

いうか、改革していったらいいのかというふう

なところを取りまとめてきてくださいというふ

うにお話をしておりました。そのことについて、

会派の検討の様子をお聞きするということでよ

ろしいでしょうか。（委員成松由紀夫君「現状

でいいですか」と呼ぶ）もちろん現状でいいで

す。 

 まずは、議員定数のところから、各会派の様

子をお尋ねをしたいと思います。 

 まず、自民党の会派さんのところはいかがで

しょうか。成松委員が報告されますか。 

○委員（成松由紀夫君） 議員定数については、

先ほどから申したように、取りまとめがなかな

かできません、できておりません、現状として

は。要はですね、前回の議会改革のときに、や

っぱりしっかりあれだけもんだ中で削減をした

と。やはり旧町村の議員さんの御意見を聞けば、

やはりどうしても、合併前に定数を、合併協議

の中で話した中で、やはり地域の声を反映させ

れる上での３４という数字だったというのがあ

るらしく、私は当時いなかったですが、どうし

てもですね、そこの合併協議のときの問題を含

めて、それと、地域に議員が不在になるという

こと、その一つのことと、いやいや、そこも全



 

－10－

体的に考えて、ばっさり代表選手という、地域

は全部二股、三股、しっかり見て、そして、む

しろ議員報酬を上げていただいて、専門職とし

ての地位を確立したほうがいいんじゃないかと

いうような意見。いやいや、まだまだ今の現状

を維持してもらって、その問題については、合

併２０年たってとか、そういったところでのも

う一回検証とか、次の改選後の議会の中で、ま

た検証してもらうとかというですね、さまざま

な角度からの、さまざまな意見があるのが、今

現状でございますので、うちとしては、なかな

かそこが、今取り決めと、一本化というのは、

非常に難しい状況でございます。 

 以上です。 

○委員長（幸村香代子君） 公明党の橋本委員。 

○委員（橋本隆一君） 今の状況が、議員定数

３２ということで、これが八代市の今の状況に

合うか、合わないかということは議論しなきゃ

いけないと思うんですが、１つは、同じ程度の

人口ですね、１０万から１３万人程度、それか

ら、同程度の面積、６８０平方キロメートル前

後でやっておられる他市の事例もあるわけです

し。また、そういった事例の中で、前は三十二、

三だったけど、今回２８になったとか、２６に

なったとか、そういう議会改革を行った上で、

非常にいい効果があらわれたというようなとこ

ろがあればですね、それも見本として、手本と

して検討していくべきじゃないかと。もちろん

よそがやるけんが、うちもやるとか、うちと全

く同じ条件の市町村ちゅうのは、まずないと思

いますので、よそはよそ、うちはうちたいとい

う考え方もあるかと思いますが、しかし、自分

が今言ったように、同じ程度の人口、同じ程度

の面積であるならば、やはり今の数の中で、そ

れを削減してもやれるのではないかという、そ

ういう思いはあります。 

 それと、各委員会ですね、委員会の今のメン

バー等を考えて、やはり委員長と、それから、

検討していく場合に、８でなくても、６でもで

きるのかなという、そういう意見もありました。 

 そういったところで、本党としては、今の３

２を、ちょっと減らす方向で考えたらどうかと

いう意見はありました。 

 以上です。 

○委員長（幸村香代子君） 山本委員。 

○委員（山本幸廣君） 定数の問題というのは、

削減するか、増はないと思うんですけども、今

の経済状況も、社会状況も、人口問題からです

ね、財政の問題等々を考える中で、みんなと一

緒に議員定数を考えようじゃないかというのが、

この改革の特別委員会だと思うんですね。 

 うちの会派としては、いろいろと議論をいた

しました。少数の会派ですので、少数の会派の

中でも議論した中では、やはり削減をすべきだ

というふうに決定したことを、まず報告してお

きます。 

 なぜ、削減をする理由なのかということであ

りますが、今橋本委員も言われましたように、

全国の類似市、いろんな条件等は違うところは

あります。そういう中で、条件等で、資料等集

めた中で、１０万から２０万都市の中では８１

０市があるんですね、全国に。大体が８１０市

というのが、５万未満からですけれども。これ

は合併特例法を適用しないですね、８１０市の

市議会議員の定数の状況等について、資料等を

見てみたんですが、１０万から２０万の１人当

たりの平均の議員数って、２６.５なんです。

ここら辺を見た中で、じゃあ、八代市の財政は

どうなのかと、八代市の人口は減らないのかと、

ふえるのだろうかと、そういうのをですね、ず

っと分析をしながら、結果としては削減をする

と。その削減の議員定数の削減はどれぐらいな

のかというところまで審議をいたしました。一

人一人、４人の中でもですね、うちは会派４人

ですけど、一人一人違う数も出たわけでありま

すが、まあ、はっきり言って２６というのが、
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１０万から２０万ということで、関係資料を見

ましたので、２６という状況、私は１０と言っ

たんですけれども、それが８になったり、６に

なったり、４になったりという状況でありまし

たけれども、そのような削減というのをしてみ

ようというのが、未来の会派としては、その方

向です。正式に２６ということは決まっており

ませんけれども、なるだけならば、それに近い

ように、皆さん方の意見を聞きながら、ひとつ

判断をしたらどうですかという意見の取りまと

めであります。 

 理由はたくさんあります。それについては、

審議をですね、これから議員削減をするという

ことに決まれば、その中でですね、いろいろと

その理由、削減の理由というのをですね、しっ

かりとまとめていきたいと思っております、未

来としては。２６です。（｢６減」と呼ぶ者あ

り）２６です。 

○委員長（幸村香代子君） 定数２６というこ

とですよね。 

 それでは、政友会の堀口委員、お願いします。 

○委員（堀口 晃君） 今、山本委員がおっし

ゃられた部分とほぼ変わらない。まず、１つは

人口の問題、これからどんどん減っていく現状

がある中において、類似団体と比較した状況の

中において、３２という数字は、結構多いほう

というふうに受けとめているところでございま

す。 

 まず、人口が減っていく状況の中で、もとも

と法律で人口割合において議員定数というのは、

ある程度決まっていたというふうに思います。

平成二十三年に、地方自治法の改正によって、

それが廃止されたと。各自治体に任されてきた

という状況があるがゆえに、人口というのは、

非常に大きなウエートを占めているんだろうと

思います。ですから、その人口が減少していく

状況の中においては、議員定数もそれに倣って

減らしていくというのが、これは本来のあり方

かなというようなところが一つあります。 

 もう一つ、先ほど財政のことをおっしゃいま

した。今回の平成２９年度の部分の予算編成の

方針が出ておりますが、その方針の中において

は、マイナス３％という部分で、今方針が出さ

れているところです。今八代市においては財政

が非常に逼迫しているということがございます。

ですから、行財政改革という観点からも、議会

の予算を減らすという部分においては、必要な

ことだろうというようなことで、議員の定数を

削減するという方向でお願いをしたいというよ

うなことで、数についてはですね、２４という

数字もあったり、２６という数字もあったり、

２８という数字もあったり、いろいろあります

が、それは、この議会改革特別委員会の中でで

すね、協議をして、皆さんと歩調を合わせると

いうようなところで一致したところでございま

す。 

 以上です。 

○委員長（幸村香代子君） 改革クラブの堀委

員。 

○委員（堀 徹男君） 改革クラブとしては、

今回の提案の最初のそのものからですね、削減

そのものは、提案のまな板の上にはのせてなか

ったというふうに思ってますが、まず、削減あ

りきではないということで入ったわけですが、

削減という議論が外せないということで、この

議員定数についてということで取り組むという

ことだったので、まず、人数としてはですね、

具体的には、まだ決まってないと、うちの会派

としてはですね。 

 きょうは、削減でまとまるかというところで、

まず、お話がなるということでしょうというこ

とで、これで進んでいくということでしょうけ

れども、先日の報道でもあったようにですね、

削減をした部分の総額を、今の現状の人数から

減った分のですね、金額を、その分新たに増額

というか、１人当たりにですね、そして、なり
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手不足を解消するといったような解決策も、テ

レビでされていたようなものを見てたというこ

とでですね、削減とあわせて、そういった議会

改革を進めることを、積極的に進めるというこ

とを前提にですね、議員のなり手を確保すると

いう点からもですね、そういった削減の方法も

ありじゃないかなということで、今のところは、

その意見でお話が進んでおります。 

○委員長（幸村香代子君） 連合市民クラブの

大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） まず、議会のあり方と

いう点では、基本的には議員さんというのは、

数が多いほうが、市民の声を引き揚げられると

いうことがですね、やはり根本的にはあるだろ

うというようなところで、多様な民意を引き揚

げるためには多いほうがいいという部分が考え

られます。しかしながら、現状として、市民の

声の中には、議会不要論や議員に対する不満、

日ごろの活動が見えないといったところがある

というふうに認識もしているところです。です

ので、そういったところを、現状分析という意

味で、現在の定数について、しっかり総括を行

うべきではないかというところが、まず第１点

です。 

 それを踏まえた上で、定数をそのままにする

ということであれば、そのままにする理由をき

ちんとするということ、それから、削減という

ことになった場合については、その削減の、や

はり理由をきちっと明確にしていく必要性があ

るだろうということを話をしています。 

 もし、定数が減るという方向になった場合に

ついては、うちの会派でも４とか６とかという

数字のあれはありますけれども、削減の幅につ

いては、まだしっかりとした議論一致という部

分ではできていないところであります。 

 以上です。 

○委員長（幸村香代子君） 今、それぞれの会

派のですね、持ち帰りの様子について御報告を

いただきましたけれども、それぞれの委員さん

のところで御質問であるとか、御意見であると

か、あわせてというか、さらにあれば。 

○委員（成松由紀夫君） そもそもの、さっき

私が、合併前の話からになるんですが、９６が

３４にぼんと減らせたというのが、合併効果で

もあり、また、予算関係についてもですね、費

用対効果もあったんだろうと思いますけれども、

その３４の中でも、かなり広域にカバーされて

おる議員さんも、旧町村あられた部分がある中

で、その中で、前回しっかりもまれての２削減

で３２ということですね。そこをですね、やは

り強く、旧町村、旧郡の議員さん方からは、や

っぱりその意見は強く出ておりました。 

 今の話の中で、削減ありきではなくて、まず

総括を、大倉委員も言われましたけれども、総

括をして、現状維持であれば、現状維持でもし

っかりとした意見の取りまとめ、意見が出てく

ればというようなお話ですので、うちもですね、

かなり現状維持の意見と、もういいんじゃない

の、大幅どかーんといってというような意見も

ありますけども、何か、そんな、なかなか安易

なですね、山本先生、実力者の方はそれでよろ

しいんでしょうけれども、なかなかですね、や

っぱ、こう意見が多様にあって、一生懸命、皆

さん議員さん一生懸命やっているんですけども、

確かにですね、災害時とか、やはり今回の地震

の経験を踏まえると、今の数でも、私はむしろ、

地域にですね、避難所対応をしとった中でも、

どうなのかなという感じはします。山本先生も

防災服で大分回られとって、何回か鉢合わせし

てましたけど、やっぱりですね、（委員山本幸

廣君「１人でよかろうが、校区に１人おりゃよ

かろうが」と呼ぶ）校区に１人は大事なんです

けど、おらっさん校区もあるじゃないですか。

そういうところを含めて考えると、意見の吸い

上げで、例えば、校区でも海側、山側でも違う。

うちの同じ八千把でもですね、海側と山側で、
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また意見が違う避難所の感覚があったりとか、

そういうところをどうやって対応してやってい

くかということを考えると、一概になかなか言

えないのかなというのが、本当に現状があって、

そしてまた、この時期ですので、結論に至るか

というのは、非常に悩ましい状況ではあるなと

いうところの現状を、ちょっとお話を、委員長

にはしておかないといけないかなと思います。

多分、委員長の周辺でも意見がさまざまあって、

難しいと思うんですよね。なかなかですね、こ

れは一概に言えんと思うとですよ。 

 定数削減に今まで取り組んどらんなら別です

けれども、八代市の場合は、合併して３分の１

以下にどーんと切って、その中で、前回また、

議会改革で村上委員長のときに、もんで、もん

で、もんで、もんで、そこで削減２というのを、

また出して、というような、削減すれば、やは

り削減をしたということは、それなりに意見を

してですね、結果を出してきている議会、八代

市議会だと思うんで、これが前回３４ば現状維

持だったとかていう部分であれば、今回どがん

かまたっていうこともあっとでしょうけど、前

回の、あの２に至った経緯も、いろんな意見が

出て、紆余曲折あって、結論が２だったという

のがあったような、私は記憶しておりますので、

現状維持も踏まえて、いろいろともんでいくと、

なかなか悩ましい問題なのかなあ、取りまとめ

していくのは正副委員長も大変だろうなあと思

いながら、自分の会派もどうやってまとめて話

をしていこうかというのが現状でございます。 

○委員長（幸村香代子君） ほかに御意見なり、

御質問なり。 

○委員（山本幸廣君） 当時、私の議長のとき

に特別委員会をつくったんですね、これ、定数

削減というのは。３０、法定定数を含めてです

けども、これはもう、何も今、過去を振り返っ

て、現実を語るばってんが、総務省は、はっき

り言ってから、平成の合併したというのは、正

しかったのか、正しくなかったのかという、こ

れが最初、私は議論したいんですよ。正しくな

かったと思う。じゃあ、はっきり言ってから、

合併しなかったところは裕福じゃないですか。

合併したところが、財政は厳しくなってきてい

る。交付税は上がらないじゃないですか。そう

いう状況で考えた中で、私は、２、特別委員会

で慎重な審議の中で２になったんですけども、

あの２というのは、本当に２でよかったのか、

悪かったのかというのをですね、やっぱり反省

しながら、私は、あの２というのが物すごく不

愉快でならなかったんですけど、４でおさまる

だろうなあというのが、私のその当時の議長と

しての感覚、常任委員会は４おるもんだからで

すね、４ですから、委員会が。だから、そうい

うことを考えた中で、私は、今回、今の状況と

いうのは、先ほど述べたように、財政的な問題、

それと人口の問題、さらには我々政治家に対す

る不信というのがあるんですよ、市民の方々、

不信感というのをですね、払拭するためにはど

うしたらいいのかということ、それはやっぱし、

今でも優秀な３１名の議員がおられると思うん

ですけど、だけど、市民感情の中では、そうい

うものじゃないですね、ずっと回る中で。あん

人はおらっさんでよかっちゃなかだろうかとい

う市民の方々もおられるし、そしてまた、議会

として、今の議員定数はよかっだろうかという、

そういうのをですね、議員が市民から声を反映

した中で、定数の削減というのを語らなければ、

議員だけの３１名の少数の会派、大会派だろう

が、議員だけの考え方で物語を語ったならです

ね、私は今回のこの定数削減って、八代市の議

会として、議会が本当に必要なのかと、市民か

ら問われたときにどうするかということなんで

すよ。それはやっぱり二元代表制であるし、絶

対数の市民の方々が、国と一緒になってつくっ

ていく二元代表制、これは本当に議員というの

はいかにですね、大事な職種であるかというこ
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と、片手間でやってはいけないよというですね、

これが二元代表制なんですよ、大体は。片手間

で議員をしてはいかんと。やっぱり専念せない

かんということなんです。だから、田方委員だ

って、やっぱりはっきり言ってから、専任でし

ょう。そういうことを考える中で、本当に今、

この市民から負託された中で、この議員さんが

３２の議員でいいのかということを問われたと

きには、市民の方々、絶対ですね、削減せろと

いう声が８０％はあると思いますよ。私はそう

思う。それは定数の削減がどれだけなのかとい

うのは、これはもう、いろいろと市民の方々な

り、議員の考え方もあると思うわけですけれど

も、それは議論していかないかんと思うんです

けど、削減というのは、これはもう絶対ですね、

市民の方々の、私は同意だと思う。 

 それだけのことをですね、これから削減につ

いて議論をしていきたいというふうに思います

ので、みんなで削減について議論しようという

ことでですね、委員長、ぜひともですね、私が

そういうことじゃありません、皆さんから、そ

ういうことでなればいいんですけども、うちと

しては絶対削減ですから。市民の声を含めて。 

 成松委員も一緒だったと思うばってんな、当

初ずっと、削減でいこうやて。１０って、１０

って代表が言われるなら１０だけど、１０じゃ

太かばいて、まちっとどうかなと言いよった時

期があったわけだけんな、この前までは。今で

もそげん考えでしょう。 

○委員（成松由紀夫君） いやいや、その当時

の話、山本委員とはいろいろと議員定数につい

ては語ってきたこともありますし、今おっしゃ

られるところはですね、よくわかるんですよ。

あのですね、一生懸命皆さんやっておられるん

でしょうけども、私も私なりに一生懸命やっと

るんですが、一部ですね、兵庫県議会の議員だ

と、富山の市議会だとか、本当に問題のあるよ

うな状況もある。そして、マスコミの報道の中

でですね、ああいうのがぼこぼこ出てくると、

八代にもあっとじゃなかっかいというふうにな

って、議員な、そぎゃん要らんとじゃなかかと

いう不信感が募ってくるところはあるでしょう。

ただ、私も市政報告なり、ミニ集会なり、最近

の激励会なりでもですね、話をされる中で、や

っぱり、仕事ばちゃんとしよるもんはおっても

らわん困っとたいなて、地震のときにはそがん

思うたて。何だかんだいうても、やっぱり議員

さんな議員さんだもんていう御意見と、ぬしゃ

は頑張りようけよかばってん、あん議員な何し

よっとかいとか、人のこつはよかですたいてい

うような話も出ます。 

 ただ、その中で、今山本委員がおっしゃられ

たように、私が１期目のとき、山本議長のとき

にですね、沖縄に会派視察したときに、どこか

の沖縄の自治体はですね、合併してそのままで

ですね、１００人ぐらいで体育館で議会をされ

よりました。それを見て、当時の山本議長と、

これはありなんですかね、合併しているのに、

こぎゃんともあっとばいて。これもありなんだ

よ、議会のやり方としてはというお話をした覚

えもあるし、山本議長が、２回目の議長のとき

には、定数２か、４かという議論を、自民党の

中でしているときも、いやいや、それは１０で

もやるんだったら、そこまでやるんだったら、

やったほうがいいんじゃないというような意見

を交わしたようなことも記憶はしております。 

 ただ、そういった中でですね、今、ふと沖縄

の体育館議場を思い出したんですけれども、あ

れから考えれば、八代も、もし削減しとらんな

ら、９６人で体育館議会をやったんでしょうし、

ただ、それはやらずに、ばさっと３４やって、

そして、やはり地方の、地方部の声を聞き、吸

い上げをするというところになると、やはりお

らが村の相撲取りじゃないですけど、やっぱり

地域密着型の、地域の考え方を熟知されている

議員さんがいらっしゃらなければならないんじ



 

－15－

ゃないかというようなことで考えるとですね、

今、山本委員から、あの当時の勢いはどうした

というようなエールかもしれませんけれども、

私は、皆さんの意見がまとまればですね、それ

はそれでいいと思います、どっちでも。ただ、

やっぱり単純にばっさりという、何といいます

かね、マスコミの皆さんもいろんな形で報道は

されているんでしょうけれども、あんまりそれ

でばっさりいくと、自分たちの一生懸命やって

いることも否定する感も否めないなあ、それと

地方部の声の吸い上げについてどうなのかなと

いうのは、やはりいろんな角度から、皆さんの

御意見が出てくるでしょうし、私なりの今の立

ち位置というのも、やっぱり意見の取りまとめ

をしながら、自分個人の思いは思いとしてやっ

ていきたいなと。やっぱり一部のおかしな、あ

あいう報道されるような議員と一緒にされなく

ない気持ちで日ごろ、皆さんそうでしょうけど、

議会活動をされているはずですので、何か、あ

おられて切るようなこともしたくない。やはり、

胸を張って市民の皆さんに、こういう仕事を我

々はやっているんですよということは、声を大

にして言える立ち位置ですので、今後とも山本

先生に御指導賜りたいと思います。 

○委員（田方芳信君） 本当ですね、いろいろ

今、意見出てますけど、逆にですね、やっぱり

市民の方で、議員さんたちは給料幾らもらいよ

っとねと。このくらいと言えばですよ、そぎゃ

んもらいよっとですかと。でも、やっぱり、そ

んくらいもらいよっとですかと言われてですよ、

そうですて言ってですよ、でも、その中で、果

たして飯が食えるかといったときには、ちょっ

と厳しいですよと。じゃあ、議員削減したらば、

上げさせていただけるんですかて、そういう話

なんかも出てですね、じゃあ、議員はそのまま

でしとって、今の現状でやっとってもらっても

よかですよと、議員は絶対必要なんですよとい

う言葉も、周りにはいっぱいあっとですよ。だ

けん、給料下げるちゅうのはどうかなと思うん

ですけどね。議員削減ちゅうのも、ちょっと状

況で、この広さを見るのは大変きついんじゃな

いかなあと。 

○委員長（幸村香代子君） ほかに御意見があ

れば。 

○委員（中村和美君） 私も、定数関係に対し

ては、３１人、議員さん一生懸命やっておられ

るちゅうことでですね、真面目にやっていると

いうのはわかっておることでありますが、先ほ

ど公明党さんの橋本さんも言ってあるように、

やっぱり類似都市、これだけじゃないですけど

ね、人口にしても、広さにしても、また八代な

んて、７割が森林だという状況下もあると思い

ますが、やはりみんなが納得できる、市民が納

得できるような定数というのを守るためには、

今、私も会うけど、ちょっと多かじゃないとい

う人もおらすし、歳費に対しても、少なかじゃ

ないていう人もおらすわけ、こっちと反対に。

ということは、やっぱり私は、ある程度、少し

ぐらい削減をしたい。その分を、堀委員が言っ

たように、歳費をですね、削るじゃなくて、そ

の分をみんなに頑張るだけ回して、もっと八代

をですね、よく、市民のために動く議員をつく

るというのも、一つの方法じゃないかなという

ふうに思います。 

○委員長（幸村香代子君） ありがとうござい

ます。 

 ほかに御意見があれば。 

○委員（山本幸廣君） これは、私個人的で、

今までのずっと議員活動をした中で、成松委員

が、発言の中で私の名前が再三出ましたけれど

も、私は、やはり我々議会としてはですね、議

員、議会としては、やはり執行部に対して、行

政の改革をせろ、せろと言う、そしてまた、財

政の健全化を求めて、ずっと一般質問なりやっ

てきたんですね、誰でもが。だから、そういう

ことを考えれば、やっぱし議員みずからが、あ
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る程度何をすべきか、議員はということで考え

たときには、私は、いろんな分野があると思う

んですよ。議会改革も、条例もつくらないかん

かもしれん、報告会もしなきゃいけないかもし

れん、議員としていろんな活動をする中で、ど

ういう活動というのを、メニューを持っていか

ないかんか、市民の方々に、やっぱり伝えるの

は議会の広報紙でもあるし、そういうのをです

ね、きちっとした市の中身はどうするのかとい

う、広報委員会はありますけども、そういうの

を全体的に、我々の議会議員としては、執行部

に対して、じゃあ、どういうふうな議会であり

たいのかと、なればいいのかということを考え

たときには、みずからの、やっぱし、今では議

員の定数というのが、人口なり、いろんな問題

等考えた中では、先ほど来、橋本委員が言われ

たように、類似都市をしっかりですね、検索し

ながら、それで、その中で、じゃあ、定数をど

れだけまで、何人まで削減できるのかと。その

中で、今、中村委員から言われたように、今の

類似都市の八代市の議員の報酬でいいのかとい

うのも考えないかん。そういうのが全体的に議

員定数に関して、特別委員会としてですね、私

は審議をしていかないかんと、そのように思っ

ております。これは市民からですね、本当に今

回の議会改革特別委員会でこれだけの審議をし

て、これだけまとめられたというのはですね、

よそにないような、よそのまねすることは、絶

対私好きじゃありませんからですね、自分みず

から改革をしていくと、それならば定数の削減

というのは、これは身を挺してですね、市民の

方々にですね、私はすべきだと、そのように思

います。 

○委員（成松由紀夫君） 私が、少し個人的な

話をさせてもらうとですね、定数削減、それと

行政改革を言う中で、議会改革として襟を正す。

類似団体とかですね、そういうのとの精査、調

査も必要でしょう。ただ、私は、八代オリジナ

ルの考え方も当然持つべきであって、類似団体

はしっかり勉強した上で、調査した上でも、八

代オリジナルの考え方というのはあって、私は

ですね、もしも１０から２０とか、極端な話、

ばっさり定数削減やろうということまでいくん

であれば、逆にですね、公設秘書を議員にはつ

けていただいて、そしてですね、それなりの活

動ができるような報酬にする形態もありだと思

うんですね。はっきり申し上げまして、専門的

に、兼業禁止とかあるのもそうなんでしょうけ

ど、議会の皆さん、みんな、今議員職が専門職

で、これがまた、多岐にわたってて、要は２４

時間営業なんですよね、状況によると。例えば、

地震のときなんかもそうでした。私も避難所に

泊まり込んでいましたけども、回ってですね。

やっぱり、そういう状況の中で、スケジュール

のマネジメントとか何とか、皆さんそれぞれ、

自分で一生懸命やりながらやられてるんでしょ

うけれども、やっぱり、むしろ八代の市議会は

減らしたら、減らしたところでも、それだけ公

設秘書なり、マネジメントする人がいて、議員

はそれだけの動きが、むしろ減った分、仕事量

は当然ふえるわけですから、それぐらいのこと

はしていただくべきではないかなとも思います。 

 現状維持でいくんであれば、現状維持でも、

それはさっき、田方委員が言われたようにです

ね、議員報酬どんぐらいですかと、ああ、こん

くらいですて、わあって、それは一般の勤めよ

うもんからするなら、ああ、そうですねて。支

出のお話ししましょうかと言うて、はい、今月

結婚式があると、今月は何がある、はい、会合

が幾つでということ、資料は、コピーは１枚幾

らですかねて。議員な、いつも厚かつばあぎゃ

ん持ってきて、紙袋にもいろいろ資料を持って

きなる。あぎゃんとも、いっちょいっちょコピ

ーで焼いてから持っていきよっとですよねと、

事務経費から。そういうことをですね、いろい

ろ考えたら、多分議員の皆さん方が一番わかっ
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とんなっと思うですけども、それだけお金もら

いよんなるですねというのは、やっぱり収入と

支出の問題の話であって、金額がでかくいただ

いてるように見えても、支出がそれだけ多けれ

ば、むしろ、例えば、農業されている方とか、

商売されている部分も、自分の金まで食いつぶ

してでもですね、やはり市民のためにて、やっ

ているような現状があるというのは、私はある

と思うんですよ、皆さん。だから、そういう部

分を、中には厳しい声も聞きます。もう議員な

んか要らん、議員な要らんとじゃなかっかいて。

もう何人かでよかぞていうような、厳しいこと

を指摘される市民の方も当然いらっしゃる。そ

のときに、胸張ってですね、いや、今、みんな

一生懸命やっとるんですよと。我々の部分で言

うたら、収入はこれぐらいありますが、これぐ

らいの支出があって、その中で、みんな一生懸

命やっているんですよねという話は、いつもの

ごとくしておりますので、やはり現状維持の議

論と、そしてまた、削減をするのであれば、こ

ういったことで削減だ、想定できる範囲の部分

でいったときには、もしも、ごっそりいくんで

あれば、私は、むしろ公設秘書もつけていただ

いて、議員報酬を上げていかないと、もうなり

手がないと思います、現状的に。それはですね、

なかなか子育て世代の若い議員が欲しいからど

うだとかていう御意見がよう、若手が大体出て

こなんもん。若手ででけんけん、出てこらっさ

んとですよ、はっきりな話言うて。それは子育

てもせなん、家のローンも払わなん、でしょう。

学資保険も掛けなん。そぎゃん、やっぱり働き

世代の中で、議員になって、お金がそれだけ残

るような余裕があるんだったら、私は皆さん、

若手はばんばん手を挙げると思いますよ。だけ

ど、どうしても地方議会眺めてみると、ある程

度の熟練された、いろんな社会経験も積まれて、

高齢の方々ですね、うちの中村長老もそうです

けれども、（聴取不能）されてますけど、やっ

ぱりある程度長老クラスの方々が議員になって

る現状があってというのは、やはり少し経済的

にも余裕がある方々がなられるということにな

ると、実は、市民の皆さんの意見も、少し余裕

のある方々の意見だけが吸い上がりゃしません

かという話にもなりかねんわけですよね。だけ

ん、そこばごっそり、じゃあ、切ってしまった

ときに、どうなのというのは、やっぱりこれは、

保革一緒になって考えていかんといかんと思う

とですよ。本当の意見を吸い上げるためには、

定数として一番何が的を射てるんですかという

ことになると、答えはないと思いますが、そこ

はしっかり考えていかないと、そがん簡単にで

すね、つけ焼き刃のごたいかん気のすっとです

よ。（｢えらい弱気のごたるが」と呼ぶ者あ

り）いやいや、いろいろですね、初当選以来、

山本議長２回経験さして、議長から、当時山本

さんから御指導もいただいた中で、最近思うと

ころが、やっぱりいろいろあります。 

 だけん、切るなら切ってよかと思います。弱

気じゃなくて、切るんであれば、公設秘書もつ

けてもらって、もっと議会活動が広範囲になっ

て、仕事量もふえて、それに対応できるような

状況がないといかんとじゃないですかという、

中身をですね、きょうは多分、どれば審議して、

今からいくのという話だけん、何か余り議員定

数に掘り下げて過ぎて、議論するつもりは、き

ょうはありませんけど、そういったことを、今

後議論しましょうやということで、よろしくお

願いします。（｢そのとおり」と呼ぶ者あり） 

○委員長（幸村香代子君） 本当に多様な、そ

れぞれ皆さんの本音も含めて、いろんな御意見

を出していただいたなあというふうに思うんで

すが、最後に言われているように、非常にです

ね、これからの地方議会はどうあるべきかとい

うふうに言われたときに、ヨーロッパ型の、非

常に広く、いろんな人たちが議員になれて、兼

業もできて、そして、なおかつ仕事の合間でも
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議会ができるようなですね、ヨーロッパ型の議

会とか議員を目指すのか、それとも、専門性を

非常に高くしてですね、予算編成ができたりと

か、条例提案ができたりとかというふうな、非

常に専門性の高い議会を目指すのかというのが、

結構ずっと地方の中でも議論をされている中身

ではあるんですけれども、非常に一足飛びにそ

こまでいくかという問題はあると思います。 

 ただ、非常に、今回の震災も含めて、議員さ

んがですね、非常に頑張られたというのは間違

いのないことでありますけれども、議員として

どうあるべきかということと、議会という組織

がどう機能するかということがあるというふう

に思います。確かに、今３１名の議員がいて、

今回、各、合併したところの町村も含めてです

ね、万遍なくというか、お一人以上いらっしゃ

るというふうな状況がありますけれども、本当

にこの状態が続くのかどうかというのも、また

空白の校区もあるということも含めてですね、

あります。そうしたときに、本当に地域代表と

言われるような議員が、それは地域の実情にで

すね、精通した議員がいたほうがいいというこ

とと、もし、そうでなかったときに、議会とい

う組織が、その機能をどう果たしていくのかと

いうのもですね、あわせて検討すべき問題であ

るなということをですね、今、いろんな御意見

を聞きながら思ったところです。 

 きょうはですね、いろいろ御意見を出してい

ただきましたので、私のほうで、ある程度きょ

うの御意見まとめさせていただいて、先ほど、

公明党の橋本委員のところからも、類似、同じ

程度の人口とか、同規模の面積とかというふう

なことも御意見いただきましたので、そういっ

た資料と、きょういろいろ、もろもろ出された

意見をですね、ちょっと委員長としてまとめさ

せていただいて、次のときに御提示をさせてい

ただくということでいかがでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（幸村香代子君） では、そのように

進めさせていただきたいと思います。 

 議員定数については、今のところで、本日の

議論としては終了をしたいというふうに思いま

す。 

 次にですね、まだちょっと時間がありますの

で、とりあえず、予算審査とですね、決算審査、

予算・決算のあり方とかということについて、

持ち帰りになっておりましたけれども、その検

討の様子を御報告をいただきたいと思います。 

 今度は、山本委員のほうからよろしいでしょ

うか。（委員山本幸廣君「何ですか」と呼ぶ）

予算と決算の審査、２項目めのところです。 

○委員（山本幸廣君） 予算・決算については、

うちの会派としてはですね、いろいろと議論を

いたしました。特に、決算委員会で、まずは委

員会でチェックをしながら、予算に反映すると

いう状況が、今までの予算・決算の見方であっ

たということですが、決算で、本当に執行部が

次年度の予算に反映しているのかということを

考えたときにはですね、そこまでいってないん

じゃないかと、じゃあ、どうすればいいのかと

いうとなんですね。それについては、今まで、

私が議長のときに、皆さん、御存じのように、

執行部、市長に、予算についての要求等をです

ね、要望等をした経緯があります。私がした後

にも、何人かの議長の後でですね、されたとも

記憶があります。そういう要望を市長に、そし

てまた執行部に対する要望というのをですね、

どういうふうな要望の仕方がいいのかなと。今

までの要望の仕方ではいけないんじゃなかろう

かなという、要望書をちょっと見まして、そう

いう中で、具体的にどういうところを要望した

らいいのかと、そういうのを検討したらどうか

なということでありました。 

 もう一つはですね、予算・決算をですね、予

算・決算特別委員会をつくったらどうですかと

いうことの意見も出ました。 
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 以上です。 

○委員長（幸村香代子君） 政友会の堀口委員。 

○委員（堀口 晃君） 予算・決算についてな

んですが、山本委員のおっしゃられた部分とほ

とんど変わらないんですけども、まず決算があ

って、その決算の総括を行い、そして、議員と

して、議会として執行部のほうに要望する。こ

ういうのは、一つは行政評価というような部分

につながるかもしれませんが、そういったもの

を、今後やっていく必要はあるんじゃないかと

いうことで、予算・決算委員会なるものをです

ね、つくる必要がある。うちの会派の中におい

てはですね、決算委員会に出られた方が、その

まま予算委員会のほうに入っていただくという

ふうな一連の流れをつくるという状況が好まし

いというふうには思っておるところです。 

 それともう一つ、平成２９年度の当初予算の

編成ポイントという部分が、ことしの１０月ぐ

らいに出てますが、この中においてもですね、

節税対策という部分の中の一つとして、決算審

査特別委員会等において、予算確保を要望され

た事業はということで、単に事業の増額という

観点ではなく、採算性を高めるために必要な手

法を検討するということが、今回の予算編成の

ポイントにも上がっているところです。そこに

ついて、どういうふうな捉え方をしているのか

ということが、なかなか見えてこないという部

分がありますので、そこについては、予算編成

を行う上においては、我々市議会のほうからの

具申ではないけど、提案という部分は必要不可

欠になってくるんだろうと思いますので、この

予算・決算審査委員会なるものを設置して、お

互いの政策立案等につなげていければというよ

うなところになっておるところです。 

 以上です。 

○委員長（幸村香代子君） 改革クラブの堀委

員。 

○委員（堀 徹男君） 決算審査特別委員会に

も何度か出されていただいたんですけど、総括

でせっかく意見取りまとめていってるんですけ

ども、それが次年度の予算にどう反映されたか

というのは、なかなか見えてない部分がありま

して、それを取りまとめた形として、要望書と

いうような名前で、仮に言っておきますけど、

そういう形でですね、新年度の予算に反映され

るように、市長、執行部にですね、提出をでき

るような形にできればという話で、一応まとま

ってはおります。 

○委員長（幸村香代子君） 連合市民クラブの

大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） まず、予算・決算につ

いては、連合市民のほうからは、この議会改革

の要望項目には提案をしていなかったという現

状が、まずはあります。 

 この項目を審査するよということを話した上

で、じゃあ、何を協議するかちゅうことなんで

すけども、まずもって、前回予算委員会が必要

じゃないかというような話をしたときに、その

結果として、１日１常任委員会、並行して開催

していた委員会を、１日１常任委員会に変えた

という現状があります。その１日１常任委員会

で運営をしてきたことに対する、まずは総括を

すべきであろうと。その上で、次のステップに

入っていくことになるんだろうけども、なかな

か予算委員会を設置したりということへの取り

組みということが難しいようであれば、先ほど

どちらかの会派さんから話があったようですけ

ども、決算委員会で意見を述べて、総括がされ

ております。そういったものをルール化をする。

きちんとした意見書というような形でまとめ上

げて、執行部のほうに提案をするとか、会派が

まとまってといいますか、議会全体としてまと

まって要望するとかですね、そういうルール化

を、この予算・決算のところでまとめ上げるこ

とも方法ではないかというような意見が出され

たところです。 
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○委員長（幸村香代子君） 自民党会派さんの

ところからはいかがでしょうか。 

○委員（成松由紀夫君） これは、もう以前か

ら、うちの会派では予算委員会は必要ではない

かという話で来ておりまして、もう、今皆さん

がいろいろお話が出ましたように、要は、決算

の後の総括が予算に反映されたり、また、予算

委員会ができればですね、この予算委員会から

決算委員会にいろいろと申し送らんといかんこ

と、要は連動ですよね。予算・決算のこの連動

のサイクルはつくっていくべきではないかとい

うことで、シンプルにそういう話でございます。

それは、話は取りまとめはできております。 

○委員長（幸村香代子君） 公明党の橋本委員。 

○委員（橋本隆一君） 本党が２人会派ちゅう

ことでですね、決算委員会のほうにも入ってお

りませんけれども、できれば、今言われました

ように、予算委員会ちゅうことで設置をしてい

ただいて、意見とか要望等が、また述べられる

ような状況をつくっていただければなという意

見が出ました。 

○委員長（幸村香代子君） それぞれ、今各会

派の御意見を出していただいたんですけれども、

それぞれのところで、委員さんのほうから、補

足したいとか、御意見、御質問ありましたら。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（幸村香代子君） よろしいですか。 

 今ですね、御意見が出た中で、１つは、この

間、決算審査特別委員会のところから、最終総

括という意味で、最後にですね、取りまとめが

行われるんだけれども、それを一旦文章化して、

きちんと文章化して、執行部に提示したらどう

かという御意見と、もう一つが、予算審査、い

うなれば特別委員会だというふうに思うんです

が、それを設置したらどうかという、大きく２

つの御意見があったかなというふうに思います。 

 予算のですね、予算審査特別委員会について

は、皆さん御承知のように、前回の委員会のと

ころで、その議論が重ねられました。そして、

最終結果としてですね、１日１常任委員会を行

って、そこで全ての議員がですね、その審査の

様子を見れるようにしようと、いうなれば、参

加できるようにしようということで、最終決定

をしたというふうに思います。 

 これからの進め方としてはですね、その御意

見がありますので、前回そこの１日１常任委員

会に至った経緯を、一旦洗い出して、皆さんの

ところに御提示をしたいというふうに思います。 

 それと、先ほど特別委員会のところのですね、

意見書を取りまとめてという御意見についても、

先進地の事例なんかもございますので、そのこ

とを提示させていただくということでいかがで

しょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（幸村香代子君） では、そのように

進めさせていただきます。 

 そしてですね、やっぱり、先ほど大倉委員の

ほうからもありましたけども、じゃあ、前回の

結果をもとに、１日１常任委員会にしたことが

ですね、結果どうだったのかということをです

ね、一旦全体で共有しないと、なかなか、だか

ら予算審査の特別委員会をつくるんだといった

ところのですね、到達点にどう達することがで

きるかなというふうに思いますので、一旦そう

いったふうな経緯、経過について御提示をさせ

ていただきたいと思います。 

 それでよろしいでしょうか。 

○委員（山本幸廣君） これは、私のひとり言

じゃありませんけど、今まで感じたことなんで

すけども、決算委員会を振り返る中でですね、

認定をする中で、いろいろ決算委員の方々が、

今橋本委員が言われましたように、決算委員会

に入っておらないところのですね、会派という

のは、本当に全然わからないわけですよね、そ

の状況というのが。ですから、私は、意見が出

たのを取りまとめ、そして、意見の中でですね、
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やはり最終的には予算化できる意見であったな

らばですね、やはり執行部としては予算化する、

しないというのは、ぜひとも報告をしていただ

くと、回答していただくと、そうすればですね、

１人会派だろうが、２人会派だろうが、万遍な

くガラス張りで執行部の決算委員会のですね、

取りまとめというのがわかるわけですね、その

後についても。そしてまた、その新しい年度に、

次年度に反映していくということです。 

 もう一つの予算の、特別に予算委員会を設置

した場合には、執行部の考え方、捉え方と次年

度の捉え方と、我々が予算審議をする中で、ど

ういうふうな、はっきり言って、障害、障壁と

いいますか、そういうのがあるか、ないかとい

うのもですね、やはり私は、この特別委員会で

そのようなこともですね、私は捉えて、執行部

と検討しながらですね、スムーズな予算・決算

がですね、審議できるような体制をつくるとい

うのが、議会改革でそういう指示があったと、

まとめたということをですね、していただけれ

ばなと、強く私は要望しておきます。要望とい

うか、意見でありますけれども。 

○委員長（幸村香代子君） わかりました。 

○委員（中村和美君） 予算委員会はあるとこ

ろなんかでは、議員全員でやるていうところも

あるようなんですよね。だから、そういうのも

状況も把握しながら、ぜひ調べといていただい

て、次の委員長の１日１常任委員会の総括のと

きにでも報告いただければと思います。 

○委員長（幸村香代子君） 私が総括するかど

うかはあるんですが、確かに、１日１常任委員

会のですね、検討の経過の中でですね、そうい

った御意見が多数出てるんです。やっぱり全員

で予算のですね、審議をやったほうがいいんじ

ゃないかとかということとか、例えば、じゃあ、

予算審査特別委員会をつくれば、じゃあ、常任

委員会で何を検討するのかといったふうなです

ね、そういったことを、さまざま意見交換しな

がら、最終、落ちついたのが１日１常任委員会

だったというふうに思いますので、今、中村委

員のほうから出された御意見もですね、その委

員会の議事録の中にきちんと網羅されてますの

で、そのあたりも御提示させていただければと

いうふうに思います。 

 それでよろしいでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（幸村香代子君） では、そのように

進めさせていただきます。 

 ではですね、３項目めの議会基本条例なんで

すが、これは一番最初のときにですね、協議を

させていただいたので、ある程度、成松委員の

ところから、まだほかのところ、そして私のと

ころからもある程度の経過、設置をして、経過

をして、ある程度到達点になっているようない

ろんな課題も含めてあるので、そういった中身

を御提示させていただきたいということでしま

したので、それでよろしいでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（幸村香代子君） それでは、３項目

の粗々のですね、きょう意見交換をさせていた

だきました。 

 今後、そのふうなですね、内容として進めさ

せていただきたいと思います。よろしいでしょ

うか、それで。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

                              

◎議会改革に関する諸問題の調査（その他） 

○委員長（幸村香代子君） 次にですね、次に、

その他について、何かございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（幸村香代子君） それでですね、そ

んなふうな、委員長のところで取りまとめをさ

せていただく中で、こういった資料があるとか、

こういったものがということがあればですね、

お届けください。それもあわせてまとめさせて

いただきたいと思います。 
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○委員（成松由紀夫君） そぎゃん前んとは要

らんですけれども、議運で議会基本条例の視察

をしたときの、そのときの復命書というかな、

総括したやつがあれば、それも参考資料で、基

本条例のときにはつけてもらうといいのかなと

思いますけど。 

○委員長（幸村香代子君） はい、わかりまし

た。議運の視察の復命書、わかりました。 

○委員（成松由紀夫君） 今期分ぐらいでいい

かな。結構行っとるですもんね、何回も。 

○委員長（幸村香代子君） ですね、ほかの会

派さんとかもですね、いろいろ行きよらっしゃ

る分があるかと思いますので、その分について

も、もし、ある分であれば、お知らせください。

お願いいたします。 

○委員（橋本隆一君） 今、委員長が言われた

資料で、口頭で申しわけないんですが、全国１

６６５地域を対象とした全国市町村別ランキン

グというのが、ネットで出ておりまして、それ

には、議会の定数と、それから、議員の報酬で

すね、それから、人口も書いてありますので、

そういうのがちょっと参考になるかなと思いま

す。 

○委員長（幸村香代子君） はい、わかりまし

た。では、それも資料として、次回準備をさせ

ていただきます。よろしいでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（幸村香代子君） 次にですね、次回

の開催日を決定いたしたいと思います。 

 小会します。 

（午前１１時３０分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時３６分 本会） 

○委員長（幸村香代子君） 本会に戻します。 

 それでは、次回は、１月１１日１０時から、

その次は、１月２４日１０時から、２月１４日

１０時からの開催ということでよろしいでしょ

うか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（幸村香代子君） そう決めましたの

で、よろしくお願いいたします。 

 以上で、決定をいたしました。 

○委員（成松由紀夫君） 例えば、議論の経緯

の中で、少し時間を要するときは、その都度ま

た御相談させてもらってよろしいですか。例え

ば、現状、次の回までに、これば答えば、結論

を出してくれと言われたときに、議員定数の場

合は、現状報告、現状報告になる可能性がなき

にしもあらずなので、そこは大丈夫でしょう、

さまざまな意見の調整。 

○委員長（幸村香代子君） その場合は、議員

定数の部分の議論が少なくなって、ほかの議論

が多くなるということになるので。 

○委員（成松由紀夫君） それでいいんですね。 

○委員長（幸村香代子君） はい。だから、日

程としてはこれで決定をしたいというふうに思

います。 

 以上で本日の日程は全部終了をいたしました。 

 これをもって議会改革特別委員会を散会いた

します。 

（午前１１時３７分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    平成２８年１２月２７日 

議会改革特別委員会 

委  員  長 
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